
児童・生徒の学習状況分析 評価・検証方法、目標値
更に工夫したい点 評価（◎、〇、●）

・「書く力」を週に１回行っているので、長文
を書くことに対しての苦手意識はあまりない。

・構成を効果的に考えながら、文章の柱立てを
下書きさせ、結論を分かりやすく導けるように
する。

○意見文のスピーチを行い、自身の主張が的確
に伝わるような文章を書く。（２学期１回）

・班討議の際に積極的な生徒と消極的な生徒に
分かれてしまい、話し合いに差が出る。

・「書く力」の中からテーマを選び、４人班で
討議を行い、聞く力や話す力を高める。

○最初の意見と話し合い後の自身の意見を書か
せ、８０％以上の生徒が考えを深められるよう
にする。

・歴史に関わる用語を別の用語と間違えて覚え
ている生徒が見られる。

・用語を年表や模式図に表わす学習活動を多く
取り入れる。

●年表、図で表わす作業を取り入れた授業を実
施する。（２学期２回以上）

・産業等の資料をもとに、日本の諸地域の特色
を理解できない生徒が見られる。

・農業や工業等の資料を読み取る学習活動を丁
寧に行う。

○ワークシートや白地図を提出させ、８０％以
上の生徒ができるようにする。

・定期テストにおける思考力を問う文章問題の
正解率が低い。

・授業内で話し合い活動の時間を設け、思考力
を問う問題に慣れるようにする。

○授業中に取り組んだ問題プリントを回収し、
評価する。８０％以上の生徒ができるようにす
る。

・質量保存の法則や定比例の法則など、計算問
題に対して苦手意識を持っている生徒が多い。

・計算を伴う分野では、計算練習を中心とした
授業を設け、計算練習をする機会を多く与え
る。

○小テストを行い、その結果を評価する。
８０％の生徒ができるようにする。

・ラジオ製作でのはんだ付け作業は、ほとんど
の生徒が興味をもつが、初めて経験する生徒が
多く、技能は十分ではない。

・ミスしやすいポイントをあらかじめ分かりや
すく説明する。また練習基板を活用して、うま
くはんだ付けが出来るよう指導する。

○達成感を味わえるよう、作業が遅い生徒に対
しては放課後に時間を設定するなどし、未完成
のまま終える生徒をゼロにする。

・言葉をもとに考えたアイディアを、絵などの
イメージに変換するときに苦労する生徒が多
い。

・４人班に１人ずつ、絵を描くのが得意な生徒
を配置し、班活動で絵を使ったアイディア出し
をする。

○新しい題材に取り組ませるときに実施する。
（１２月～１月頃）

・課題を設定することのできる生徒は多いが、
自ら練習方法を工夫することは苦手な生徒もい
る。

・練習方法を選択できる活動を意識的に設定
し、正しい選択ができるように声かけを行って
いく。

○一人一人の課題を把握し、８０％以上の生徒
が課題を改善できるように指導する。

・連立方程式の計算を理解していない生徒がい
る。

・繰り返し小テストを実施し定着させる。 ○９割以上の生徒が８０％以上解けるまで指導
していく。

・音楽から感じ取ったことを言葉にして話した
り、文章にしたりする力（作文力）に個人差が
ある。

・発問やワークシートを工夫するとともに、ペ
アやグループでの対話や、学級全体で学習活動
を共有しながら授業を組み立てていく。

○表現活動に思いや意図をもち、すすんで音楽
の良さを味わい、楽しむことができる生徒５
０％以上を目指す。
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・単語を発音することはできるが、書くことは
スペルミスをする生徒が多くみられる。

・単語小テストやスペルクイズの実施を通して
定着させる。音とスペルの規則についての問題
を出す。

○学期の中間で、スペリングテストを行い、全
体の５０％が単語の問題で８割を得点できるよ
うにする。

・文章を書くときに、語順が文法のルールに
則っていない生徒が多い。

・様々な例文や間違った解答を提示して、文法
のルールに自ら気付くように指導する。

●学期の真ん中でテストを行い、作文の問題で
全体の５０％が６割以上を得点できる。

・仲間と積極的に話し合い協力し合う姿勢が見
られる。

・総合という時間の中で、何のために行うのか
目的意識をもたせ、全員から意見を募るように
する。

◎全員の生徒が、まとめや発表ができるように
する。

・一部の生徒は、他の生徒に頼りきりになり、
話し合いに消極的な部分もある。

・新聞作成や発表では、見る人、聞く人を意識
したまとめになるよう、助言する。

◎全員に自己評価および鑑賞した評価に取り組
ませる。

・発問に対して、周りの意見を踏まえた自らの
考えを表現することが苦手な生徒がいる。

・ワークシートの活用など通して、相手の意見
を踏まえた自分の考えを表現する機会を多くす
る。

◎ワークシートなどで評価する。５割以上の生
徒が相手の意見を踏まえた自分の考えを表現で
きる。

・衣生活での「布を用いた物の製作」への取組
の中で、得意意識の生徒と苦手意識の生徒の差
が大きく、進度において差が出てしまう。

・毎時の各自の目標を明確にさせ、しっかりと
取り組む意識をもたせる。

○各自生活の中での課題を見つけレポート提
出。期限内作品完成の生徒８０％以上。家
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